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やさい王国

　中国に古くから伝わる太極拳はゆったりした
動作と深い呼吸で気を養う健康法。気軽に学べ
ることから幅広い年代層に親しまれ、人気です。
　「西目町太極拳協会」の皆さんも週に２回、
シーガルなどで練習に励んでいます。小山博美
会長(59歳・西目町沼田)は「体を動かし、みんな
で楽しく和やかに活動しています。心身の健康
維持に最適ですよ」と話しました。

4月1日4月1日
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優雅な動作で太極拳
〝心と体をリフレッシュ〟

 矢島地域「手づくりの店 ＰＡＯ・ぱお」「手づくりの店 ＰＡＯ・ぱお」
《矢島町城内字八森下535　☎56－2702》《矢島町城内字八森下535　☎56－2702》

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内

各
地
域
の「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、矢
島
地
域
の「
手
づ
く
り
の
店
Ｐ
Ａ
Ｏ
・
ぱ
お
」で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内

各
地
域
の「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、矢
島
地
域
の「
手
づ
く
り
の
店
Ｐ
Ａ
Ｏ
・
ぱ
お
」で
す
。

《第48回》

28

楽しく、「おいしい矢島」をつくります

　■
創 
業

　
平
成
11
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
矢
島
町
農
水
産
物
直
売
所
や

さ
い
王
国
」に
出
荷
す
る
商
品

を
作
る
た
め
、平
成
12
年
に
パ
ン

の
加
工
所
と
し
て
立
ち
上
げ
。

そ
の
後
、孝
義
さ
ん
が
作
る
米

や
矢
島
産
の
食
材
を
生
か
す
た

め
に
、餅
や
お
菓
子
の
製
造
を

始
め
る
。ご
夫
婦
に
と
っ
て
、本

業
は
あ
く
ま
で
農
業
で
、加
工

所
の
仕
事
は
副
業
。

※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送のために使用し、この目的以外には使用しません。

4/2１（木
）まで

4/2１（木
）まで

手づくりの店PAO・ぱおから「ヨーグルトシフォンケーキ」を５人にプレゼント！
 ■応募資格／市内にお住まいの方（応募は１人１通）。クイズの答え（2問）と広報紙に対する
ご意見やご感想など「おたより」を添えてお申し込みください。

ハガキ、
ファクシミリ、
電子メールで
ご応募ください。

広報クイズ（笑売繁盛プレゼントつき！）広報クイズ（笑売繁盛プレゼントつき！）

〒015-8501

尾
崎
17

広
報
課

「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
　
　
　
　
　

    

係

住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号

・
ク
イ
ズ
の
答
え

・
お
た
よ
り

Q1  

１　約950棟

２　約2,100棟

３　約3,900棟

市の公共施設の
棟数は？

Q2 

１　スキー

２　スノーシュー

３　そり

雪上トライアスロン大会で
競われた種目は？

No.265 　4 月1日発行

印刷／（株）本間印刷所

この広報紙は30,000部印刷し、印刷費は1部あたり約47.4円です。

〒015-8501 秋田県由利本荘市尾崎17番地
 Eメール：kouho@city.yurihonjo.akita.jp

森林環境の保全などに配慮した紙を使用しています。

●編集・発行／由利本荘市広報課

☎ 24-609024-6237

工房で作業する佐藤さん夫婦

広
報
紙×

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
共
同
企
画

■
松
皮
餅

　
や
さ
い
王
国
に
出
荷
す
る
商

品
の
多
く
は
餅
類
。中
で
も
お

よ
そ
10
年
前
か
ら
作
り
始
め
た

松
皮
餅
は
主
力
商
品
。か
つ
て
の

家
庭
で
の
作
り
方
を
独
自
に
再

現
し
て
お
り
、自
然
の
や
さ
し

く
懐
か
し
い
味
。

　
他
に
も
お
は
ぎ
や
豆
餅
な
ど

６
種
類
ほ
ど
の
餅
を
作
っ
て
い

る
。ど
れ
も
、杵
つ
き
で
コ
シ
が

あ
り
、し
っ
か
り
伸
び
る
餅
と
自

家
製
の
あ
ん
こ
が
自
慢
。

■
ヨ
ー
グ
ル
ト
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

　
牛
乳
の
代
わ
り
に
ミ
ル
ジ
ー

の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
ヨ
ー
グ
ル

ト
を
使
っ
た
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
の

レ
シ
ピ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
。し
っ
と

り
ふ
わ
ふ
わ
で
、矢
島
で
採
れ

た
卵
の
風
味
が
生
き
る
人
気
商

品
。予
約
注
文
も
受
け
て
い
る
。

■
矢
島
産
食
材
へ
の
こ
だ
わ
り

　
お
米
や
牛
乳
な
ど
、地
元
に

あ
る
も
の
で
商
品
を
作
る
こ
と
。

　
餅
米
は
全
て
自
給
し
て
お

り
、田
ん
ぼ
の
水
張
り
や
生
育

環
境
に
気
を
配
り
な
が
ら
育
て

た
自
信
の
米
。

■
よ
ろ
こ
び

　
お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
が
励
み
に
な
っ
て
い
る
。

や
さ
い
王
国
の
開
店
時
間
に
商

品
を
並
べ
る
た
め
に
朝
は
早
い

が
、苦
労
し
た
分
だ
け
喜
び
も

大
き
く
、苦
に
な
ら
な
い
。

■
今 

後

　
松
皮
餅
を
伝
え
て
い
く
た
め

に
、後
継
者
を
育
て
た
い
。や
る

気
が
あ
る
人
に
は
加
工
所
を
譲

る
気
持
ち
も
持
っ
て
い
る
が
、後

継
者
探
し
が
課
題
。や
り
が
い

が
あ
っ
て
、楽
し
い
仕
事
だ
と
胸

を
張
っ
て
言
え
る
。

　朗
ら
か
で
笑
顔
が
絶
え
な
い

く
み
さ
ん
と
、
穏
や
か
な
孝
義
さ

ん
。
結
婚
以
来
、
30
年
以
上
に
わ

た
り
農
業
の
副
業
を
模
索
し
続

け
た
結
果
、
今
の
形
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　商
品
の
レ
シ
ピ
や
ひ
と
工
夫

を
考
え
る
の
は
く
み
さ
ん
。「
思

い
つ
く
こ
と
や
作
る
こ
と
が
大
好

き
」
と
声
を
弾
ま
せ
、
現
在
は
矢

島
小
学
校
の
ひ
ま
わ
り
油
を
使

っ
た
パ
ン
を
試
作
中
で
す
。

　ま
だ
ま
だ
、
地
元
の
食
材
の
良

さ
を
引
き
出
す
ア
イ
デ
ア
は
尽

き
ま
せ
ん
。

　

「楽しく、やりがいのある農業を発信したい」と話すくみさん（左）と孝義さん

餅
皮
松
と
）
奥
（
皮
の
松
た
煮
て
い
叩

、
は
餅
ら
く
さ
だ
ん
包
で
餅
を
葉
の
桜
と
ん
あ
白

定
品

限
間
期
の
で
ま
旬
初
月
５

やさい王国での販売の様子。くみさんお手製のコメントカー
ドで飾られている

佐
藤
孝
義
さ
ん(

63
歳)

と

く
み
さ
ん(

63
歳)

に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

※

お
二
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

番
組
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ることから幅広い年代層に親しまれ、人気です。
　「西目町太極拳協会」の皆さんも週に２回、
シーガルなどで練習に励んでいます。小山博美
会長(59歳・西目町沼田)は「体を動かし、みんな
で楽しく和やかに活動しています。心身の健康
維持に最適ですよ」と話しました。

444月月月111日日日
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　中国に古くから伝わる太極拳はゆったりした
動作と深い呼吸で気を養う健康法。気軽に学べ

優雅な動作で太極拳優雅な動作で太極拳優雅な動作で太極拳優雅な動作で太極拳
〝心と体をリフレッシュ〟〝心と体をリフレッシュ〟
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打矢洋介 さん
（68歳・石脇・防災士）

総合防災公園管理

運営計画検討委員

Interview

　防災公園の整備は、私たち地域住民にとって待ちこがれていた

計画でした。日頃はスポーツ交流を楽しむ憩いの場で、災害が発

生したら防災公園施設に切り替えができ、生活の安全確保が図ら

れます。標高は約18㍍、面積も約13㌶あり、津波や洪水にも対応

できる広域避難場所です。多発する自然災害に対し、地域の声を

聴きながら、この防災公園の運営や活用を検討していきます。

市民の安全・安心を担う「総合防災公園」

総
合
防
災
公
園 

 

待
望
の

着
工

　アリーナ

工事の安全を願い、鍬入れを行う長谷部市長（左）。下はアリーナのイメージ

！　
　
　

！　
　
　

　躍
動
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し

て
新
設
す
る
「
（
仮
称
）
由
利
本
荘
総
合
防

災
公
園
」
ア
リ
ー
ナ
の
安
全
祈
願
祭
が
３
月

18
日
、
石
脇
字
田
尻
野
の
建
設
現
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　祈
願
祭
に
は
市
、
議
会
、
建
設
工
事
特
定

企
業
体
な
ど
の
関
係
者
約
１
３
０
人
が
出

席
。
長
谷
部
市
長
は
「
こ
の
防
災
公
園
は
ス

ポ
ー
ツ
交
流
機
能
と
防
災
機
能
が
融
合
し
た

複
合
型
交
流
拠
点
と
な
り
ま
す
。
災
害
時
に

は
広
大
な
敷
地
を
活
用
し
、
最
大
で
約
２
万

人
の
一
時
避
難
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
メ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
は
東
北
屈
指
の
ス
ケ
ー
ル
で
、

プ
ロ
競
技
や
全
国
規
模
の
大
会
な
ど
を
招
致

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
や
若
者
に
大
き

な
夢
と
希
望
を
与
え
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　ア
リ
ー
ナ
は
２
階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積

は
約
１
万
７
千
平
方
㍍
。
最
大
で
５
千

人
を
収
容
で
き
る
メ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
や

武
道
場
の
ほ
か
、
合
宿
機
能
を
備
え
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
も
整

備
さ
れ
ま
す
。

　工
期
は
平
成
30
年
６
月
ま
で
。
工
事

が
長
期
に
わ
た
る
た
め
、
何
か
と
ご
不

便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
円
滑
な

実
施
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
公
園
ア
リ
ー
ナ
棟
建
築
工

事
に
着
手
し
、
平
成
30
年
６
月

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
は
基
礎
工
事
や
躯
体
工

事
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
管
理
運
営
計
画
の
策

定
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
、

イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
す
る
官
民
一

体
の
組
織
「
由
利
本
荘
市
ス

ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
コ
ミ
ッ
シ
ョ                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       
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　は
じ
め
に

総
合
防
災
公
園
の
整
備

　平
成
28
年
度
の
市
政
の
進
め
方
を
決
め
る
本
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会

で
、
一
般
会
計
当
初
予
算
４
６
１
億
円
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　長
谷
部
市
長
は
施
政
方
針
の
中
で
、
「
市
民
皆
さ
ま
の
信
頼
と
期
待
に
応

え
な
が
ら
『
力
強
く
躍
進
す
る
由
利
本
荘
市
』
を
全
力
で
つ
く
り
あ
げ
ま

す
」
と
８
項
目
の
重
点
施
策
に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　平成28年度
      施政方針

力
強
く
躍
進
す
る

由
利
本
荘
市
に

　
　
　

力
強
く
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
決
意
を
表
明
す
る
長
谷
部
市
長

　昨
年
３
月
、
市
で
は
次
の
10
年

を
見
据
え
、
市
総
合
計
画
「
新
創

造
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

「
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
」
を
最
重
要
課
題
と
し
、
そ

の
戦
略
方
針
と
し
て
「
国
内
外
か

ら
人
と
財
が
集
ま
る
地
域
価
値

（
由
利
本
荘
ブ
ラ
ン
ド
）
を
創
造

す
る
」
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。

　平
成
28
年
度
は
こ
の
施
策
が
本

格
化
す
る
２
年
目
に
あ
た
り
、
ま

た
、
私
が
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
２
期
目
の
最
終
年
で
あ
り
ま

す
。
市
民
皆
さ
ま
の
信
頼
と
期
待

に
応
え
な
が
ら
「
力
強
く
躍
進
す

る
由
利
本
荘
市
」
を
全
力
で
つ
く

り
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　市
総
合
防
災
公
園
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
に

防
災
公
園
事
業
と
し
て
国
の
支

援
を
受
け
、
用
地
取
得
や
地
質

調
査
、
実
施
設
計
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。
昨
年
12
月
に
総
合

防
災
公
園
ア
リ
ー
ナ
棟
建
築
工

事
に
着
手
し
、
平
成
30
年
６
月

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
は
基
礎
工
事
や
躯
体
工

事
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
管
理
運
営
計
画
の
策

定
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
、

イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
す
る
官
民
一

体
の
組
織
「
由
利
本
荘
市
ス

ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
コ
ミ
ッ
シ
ョ                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

ン
」
を
設
立
し
、
施
設
完
成
後

の
利
用
促
進
に
結
び
つ
け
る
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　管
理
運
営
の
基
本
を
「
ス
ポ
ー

ツ
振
興
」
「
健
康
増
進
」
「
防

災
」
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」

「
地
域
経
済
活
性
化
」
の
５
つ
の

機
能
と
し
、
特
に
「
ス
ポ
ー
ツ
振

興
」
に
つ
い
て
は
10
月
10
日
に

「
ス
ポ
ー
ツ
立
市
宣
言
」
を
予
定

し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
に
策
定
す

る
本
市
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」

に
ア
リ
ー
ナ
の
位
置
づ
け
を
明
確

に
し
ま
す
。



２
積立基金残高の推移 (億円)

4平成 28年 4月 1日号　広報ゆりほんじょう 

◆
関
連
記
事
は
14
㌻

　
平
成
28
年
度
施
政
方
針 

総
合
戦
略
と
財
政

移
住
定
住
と

地
域
ブ
ラ
ン
ド
形
成３

　  田邊正子 さん
（44歳・中梵天）

　　東京都から夫婦で移住

Interview

　母が本荘の出身で、帰省の際には祖父母宅に泊まり、親類や近

所の皆さんに仲良くしてもらっていました。都会にはない「豊か

な人間関係」を築きたいと、夫婦で移住を決意。仕事づくり課の

支援のおかげで、夫の仕事もすぐに見つかりました。市の定住促

進奨励金制度も利用したいと思います。まだ、地域の風習がつか

めませんが、近隣の方と良いお付き合いをさせてもらっています。

心の豊かさ求め、市の支援を受けて移住　　　

40
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100

平 26平 25平 23平 21平 19

700

800

平 26平 25平 23平 21平 19

15

20

25

平 26平 25平 23平 21平 19

実質公債費比率の推移
 　　　　　　　　　　　　(％)

市債残高の推移 (億円)

781
764

739
693 705

19.6 20.3

17.3

14.3
12.8

42

63
76

103 100

市債・・市の財源を調達するための借入金

実質公債費比率・・収入に対する借金の割合

積立基金・・積み立てた基金(預金)の総額

　移
住
体
験
ツ
ア
ー
で
、ア
ケ
ビ
を
収
穫

　本
市
の
総
合
計
画
「
新
創
造
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
基
に
、
昨
年
11
月
、

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
総
合
戦

略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
総
合
戦

略
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目

標
と
し
て
「
産
業
集
積
の
強
靱
化

と
雇
用
創
出
」
「
子
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
環
境
の
創
造
」
「
生

き
が
い
あ
ふ
れ
る
健
康
長
寿
社
会

の
形
成
」
「
ふ
る
さ
と
愛
の
醸
成

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再

生
」
の
４
つ
の
柱
を
定
め
、
重
層

的
に
施
策
を
展
開
し
て
人
口
減
少

社
会
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
課
題

の
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　財
政
で
は
、
新
年
度
予
算
に
お

け
る
普
通
交
付
税
は
地
方
財
政
計

画
の
前
年
度
比
０
・
３
％
減
少
分

と
合
併
算
定
替
え
の
逓
減
分
や
、

国
勢
調
査
の
人
口
減
少
分
な
ど
を

考
慮
し
、
総
額
で
約
１
６
９
億
４

千
万
円
、
臨
時
財
政
対
策
債
と
の

合
計
で
は
約
１
８
２
億
９
千
万
円

　
　
　と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　ま
た
、
歳
入
の
根
幹
で
あ
る

市
税
は
市
民
税
と
固
定
資
産
税
が

減
額
に
な
る
な
ど
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　歳
出
面
で
は
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン

や
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
雇
用
対

策
や
子
育
て
支
援
の
充
実
を
は
じ

め
と
す
る
人
口
減
少
対
策
な
ど
に

国
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編

成
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　今
後
は
合
併
算
定
替
え
の
逓
減

が
さ
ら
に
進
む
こ
と
か
ら
、
財
源

の
減
少
を
見
据
え
、
持
続
可
能
な

財
政
構
造
を
確
立
し
て
い
く
た
め
、

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
と
と
も

に
、
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　昨
年
度
、
私
は
「
由
利
本
荘
ま

る
ご
と
営
業
本
部
」
を
新
設
し
、

仕
事
づ
く
り
課
と
ま
る
ご
と
売
り

込
み
課
を
配
置
し
て
、
移
住
定
住

の
促
進
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
・
特
産

品
の
販
路
拡
大
を
強
力
に
推
進
し

て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
９

世
帯
15
人
が
本
市
に
移
住
を
決
め

ら
れ
、
ま
た
「
住
み
た
い
田
舎
」

ラ
ン
キ
ン
グ
「
シ
ニ
ア
世
代
が
暮
ら

し
や
す
い
田
舎
部
門
」
で
全
国
第

２
位
と
な
っ
た
こ
と
は
、
本
市
の

先
駆
的
な
取
り
組
み
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　本
年
度
は
秋
田
県
立
大
学
と
連

携
し
「
地
域
の
人
を
紹
介
す
る
Ｐ

Ｒ
動
画
」
を
作
成
す
る
と
と
と
も

に
、
「
移
住
ま
る
ご
と
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
首
都
圏
や
仙
台
圏
に
加

え
、
新
た
に
中
部
圏
で
開
催
し
ま
す
。

情
報
発
信
や
相
談
対
応
の
充
実
と
、

仕
事
探
し
や
移
住
初
期
の
暮
ら
し

を
支
援
し
、
移
住
者
に
よ
る
地
域

資
源
を
生
か
し
た
新
し
い
仕
事
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
、
学
卒
者
の
地
元
就
職
促

進
と
合
わ
せ
て
、
将
来
の
Ｕ
タ
ー

ン
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

　

じ
ん

て
い
げ
ん
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４
産
業
・
観
光
振
興

　
　
　と
雇
用
確
保

　  佐藤晴廣 さん
（61歳・鳥海町上川内）

　　平根ファーム代表

Interview

　地区の農地を維持し、収益性の高い複合経営を目指して約60㌶

で稲作に取り組んでいます。県の園芸メガ団地事業で調整出荷施

設を建築でき、機械も導入できました。今年は3㌶で小菊やリン

ドウなどの新規植栽を行います。将来的には9㌶まで拡大する計画

で、最盛期で30～50人ぐらいの雇用を考えています。市の支援と

指導を大きな力にし、農地の有効活用を図りたいと思っています。

市の支援受け、収益性の高い農業目指す　　　

　真
田
信
繁（
幸
村
）と「
お
田
の
方
」の
の
ぼ
り
旗
で
市
を
Ｐ
Ｒ

　市
の
物
産
や
観
光
を
ま
る
ご
と
売
り
込
み
！

　ま
る
ご
と
売
り
込
み
で
は
首
都

圏
で
の
市
産
品
販
売
力
の
強
化
の

た
め
、(

株)

京
北
ス
ー
パ
ー
と
締
結

し
た
「
由
利
本
荘
ま
る
ご
と
売
り

込
み
連
携
協
定
」
に
基
づ
き
、
ま

る
ご
と
フ
ェ
ア
で
の
農
産
物
や
特

産
品
、
観
光
や
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と
も
に
、

出
荷
体
制
確
立
支
援
員
を
配
置
し
、

農
林
水
産
物
の
出
荷
体
制
を
構
築

し
て
首
都
圏
へ
の
流
通
体
制
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

　由
利
本
荘
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
に

つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
や

商
工
会
、
道
の
駅
、
直
売
所
な
ど

で
構
成
す
る
委
員
会
を
「
由
利
本

荘
ま
る
ご
と
売
り
込
み
推
進
協
議

会
」
に
格
上
げ
し
、
首
都
圏
へ
の

販
路
拡
大
を
進
め
ま
す
。

　地
域
企
業
の
成
長
発
展
が
地
域

経
済
を
活
性
化
す
る
原
動
力
で
す
。

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
、

企
業
誘
致
や
新
た
な
産
業
の
創
出

を
促
進
し
、
地
域
産
業
の
振
興
と

雇
用
確
保
を
図
り
ま
す
。

　さ
ら
に
若
年
女
性
の
流
出
抑
制

に
向
け
、
企
業
な
ど
に
よ
る
研
修

会
や
事
業
主
と
若
年
女
性
の
意
見

交
換
会
な
ど
の
女
性
応
援
の
た
め

の
事
業
を
支
援
し
、
雇
用
の
確
保   

　
　や
、
地
元
定
着
を
図
り
ま
す
。

　
　商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
由

　
　利
本
荘
市
商
工
会
と
連
携
し
、

　
　既
存
商
店
の
改
装
費
の
一
部

支
援
や
創
業
支
援
補
助
金
に
よ
り
、

支
援
機
関
と
の
連
携
も
強
化
し
て

起
業
・
創
業
の
促
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

　観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
鳥
海

山
か
ら
日
本
海
に
至
る
豊
か
な
自

然
や
民
俗
文
化
な
ど
、
豊
富
な
観

光
資
源
を
一
元
的
に
発
信
し
て
観

光
誘
客
を
拡
大
し
、
産
業
と
経
済

の
活
性
化
に
結
び
つ
け
ま
す
。

 

特
に
『
鳥
海
山
を
核
と
し
た
広
域

観
光
振
興
』
を
目
指
し
、
県
、
に

か
ほ
市
と
連
携
し
て
観
光
地
「
鳥

海
エ
リ
ア
」
を
一
体
的
に
構
築
す

る
た
め
「
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
魅
力

の
向
上
」
や
「
二
次
ア
ク
セ
ス
の

構
築
」｢

観
光
情
報
の
発
信｣

を
柱

に
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　本
市
、
に
か
ほ
市
、
酒
田
市
、

遊
佐
町
で
構
成
す
る
「
鳥
海
山
・

飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議

会
」
で
は
、
今
年
９
月
の
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て
お
り

鳥
海
山
の
知
名
度
や
観
光
地
と
し

て
の
認
知
度
の
向
上
に
努
め
、
地

域
の
特
産
品
や
文
化
を
活
用
し
た

体
験
型
ツ
ア
ー
な
ど
に
よ
る
滞
在

型
観
光
を
推
進
し
ま
す
。
訪
日
観

光
に
つ
い
て
は
、
台
湾
や
タ
イ
王

国
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、

海
外
か
ら
の
誘
客
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
ま
す
。

　ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ｢

真

田
丸｣

の
放
送
を
機
に
、
全
国
の
18

市
町
村
で
組
織
す
る｢

真
田
街
道
推

進
機
構｣

に
よ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

や
、
宮
城
県
白
石
市
、
蔵
王
町
と

設
立
し
た｢

み
ち
の
く
真
田
ゆ
か
り

の
地
観
光
推
進
協
議
会｣

に
よ
る
Ｐ

Ｒ
活
動
で
本
市
を
積
極
的
に
売
り

込
む
と
と
も
に
、
「
御
田
の
方
」

に
ち
な
ん
だ
商
品
開
発
に
取
り
組

み
ま
す
。

　農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨

年
10
月
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
よ

り
コ
メ
の
輸
入
枠
は
拡
大
さ
れ
、

牛
肉
等
の
関
税
も
段
階
的
に
大
幅

な
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
国
、

県
の
施
策
を
積
極
的
に
活
用
し
、

本
市
農
業
の
維
持
・
発
展
に
努
め
、

農
家
の
皆
さ
ま
が
意
欲
を
持
っ
て

安
定
し
た
農
業
経
営
に
取
り
組
め

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
安

全
・
安
心
で
高
品
質
な
ブ
ラ
ン
ド

米
生
産
へ
の
取
り
組
み
支
援
と
、

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
地

の
利
用
集
積
を
進
め
、
農
用
地
利

用
の
効
率
化
に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、
「
園
芸
メ
ガ
団
地
事
業

の
支
援
」
を
継
続
し
、
地
域
特
性

を
生
か
し
た
「
鳥
海
り
ん
ど
う
」

「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
な
ど
、
野
菜

や
花
卉
、
振
興
作
物
の
産
地
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
首
都

圏
企
業
や
地
元
団
体
と
の
連
携
に

よ
り
、
産
地
証
明
や
品
質
規
格
の

設
定
を
行
い
「
山
菜
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

お

　で
ん

新年度に取り組む 　重点施策８

き
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社
会
資
本
整
備 

・
環
境

　
社
会
資
本
整
備
（
イ
ン
フ
ラ
）

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
安
全
・
安

心
の
確
保
を
図
る
た
め
、
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
管
内
道

路
や
橋
の
点
検
を
実
施
し
、
健
全

度
を
把
握
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
道
改
良
整
備
や
道
路

維
持
補
修
と
、
地
域
の
実
情
に
配

慮
し
た
除
雪
作
業
を
実
施
し
、
冬

季
交
通
の
確
保
に
万
全
を
期
し
ま

す
。
年
内
を
目
処
に
「
総
合
的
な

雪
対
策
」
を
策
定
し
、
冬
期
間
の

快
適
で
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境

の
改
善
、
維
持
を
図
り
ま
す
。

　
羽
後
本
荘
駅
周
辺
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
や
関
係
機
関
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
基
本
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

東
西
自
由
通
路
の
設
計
や
駅
前
広

場
の
測
量
を
実
施
し
ま
す
。

 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
子
育
て
世

帯
が
居
住
す
る
住
宅
と
定
住
促
進

奨
励
金
制
度
で
移
住
し
た
世
帯
が

居
住
す
る
持
ち
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム

に
対
し
、
さ
ら
に
手
厚
く
助
成

し
、
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
で
、
地
域
定
住
や
移
住
・
転

入
の
促
進
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
蟻
山

浄
水
場
改
良
工
事
や
本
荘
と
鳥
海

地
域
の
老
朽
管
更
新
事
業
を
進

め
、
安
全
・
安
心
で
災
害
に
強
い

水
道
を
目
指
す
と
と
も
に
、
簡
易

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
上
水
道

事
業
と
の
経
営
統
合
に
向
け
、
大

内
・
東
由
利
・
矢
島
簡
易
水
道
の

統
合
整
備
を
継
続
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
石

脇
地
区
の
整
備
区
域
拡
大
と
、
長

寿
命
化
の
た
め
、
水
林
、
道
川
、

前
郷
の
各
浄
化
セ
ン
タ
ー
設
備
の

更
新
な
ど
、
ま
た
、
農
業
集
落
排

水
事
業
で
は
、
東
由
利
地
域
で
の

整
備
や
本
荘
地
域
で
全
体
設
計
や

計
画
策
定
の
ほ
か
、
由
利
地
域
南

福
田
地
区
と
子
吉
地
区
と
の
統
合

に
向
け
て
管
路
を
接
続
し
ま
す
。

　
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
年

管
更
新
事
業
を
推
進
し
て
ガ
ス
導

管
施
設
の
安
全
確
保
に
努
め
、
環

境
に
優
し
い
ク
リ
ー
ン
な
天
然
ガ
ス

の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
は
、
55
基
（
87

　
）
の
風
力
発

電
所
に
加
え
、
平
成
29
年
度
に
は

新
た
に
27
基
（
74

　
）
の
稼
働
を

予
定
し
て
お
り
、
県
内
最
大
級
の

発
電
規
模
と
な
り
ま
す
。
「
風
力
、

太
陽
光
、
小
水
力
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
」
の
事
業
に
取
り
組
む
企
業

に
対
し
、
積
極
的
な
情
報
提
供
や

助
言
を
行
い
ま
す
。

　

遠藤重徳 さん
（65歳・中梵天）

赤沼町内会長

Interview

　東バイパスが完成したことで、大型店の進出や宅地造成

がなされ、住宅が増えました。市から羽後本荘駅の東西自

由通路の計画について説明を受けまして、赤沼・大ノ道の

両町内では駅裏開発整備に大きな期待を寄せています。

　この計画が円滑に進み、駅の利用増や周辺の活性化、街

のにぎわいづくりにつながることを願っています。

羽後本荘駅東西自由通路整備に期待　　　

新年度に取り組む 　重点施策８

子
育
て
の
喜
び
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

メ

ガ

ワ
ッ
ト

メ

ガ

ワ
ッ
ト

回
診
療
を
維
持
し
な
が
ら
、
市
民

の
医
療
を
受
け
る
機
会
と
安
心
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
「
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
」
の
た
め
、
本

年
４
月
２
日
以
降
に
第
３
子
以
降

が
生
ま
れ
た
場
合
、
一
定
の
所
得

制
限
の
下
で
第
２
子
以
降
の
保
育

料
を
無
料
に
す
る
拡
充
措
置
や
子

育
て
支
援
金
の
支
給
な
ど
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に

努
め
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
諸
課

題
に
対
応
し
ま
す
。

　
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
に
市
主
導
で
社
会
福
祉
法
人

を
設
立
し
、
平
成
29
年
度
以
降
の

民
営
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
生

き
が
い
支
援
や
家
族
介
護
支
援
な

ど
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
促
進
、
健
康
増

進
や
介
護
予
防
、
生
き
が
い
づ
く

り
の
た
め
の
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
」
導
入
と
、
住
民
が

主
体
と
な
り
、
地
域
で
高
齢
者
を

支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
の
た

め
、
「
地
域
支
え
合
い
推
進
員
」

を
配
置
し
、
自
助
・
互
助
を
基
本

と
し
た
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
の
創
出
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
や
家
族

を
支
え
る
た
め
の
広
報･

啓
発
に
努

め
る
ほ
か
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
開
催
や
「
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
」
を
配
置
し
、
早
期

診
断
・
早
期
対
応
に
向
け
た
支
援

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

相
談
支
援
業
務
の
強
化
を
図
り
、

障
が
い
を
持
つ
方
が
地
域
に
お
い

て
自
立
し
た
日
常
生
活
と
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て

は
、
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
生
活
困
窮
者
の
早
期
把

握
や
見
守
り
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
経
済
的
、

社
会
的
自
立
を
支
援
し
ま
す
。

６
５
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　畜
産
に
つ
い
て
は
、
営
農
の
継

続
や
規
模
拡
大
と
な
る
よ
う
、
畜

舎
の
増
改
築
や
優
良
な
肥
育
素
牛

の
導
入
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

　ま
た
、
「
秋
田
由
利
牛
ブ
ラ
ン

ド
確
立
事
業
・
増
頭
５
カ
年
計

画
」
に
よ
り
流
通
販
売
対
策
や
、

小
学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供
な

ど
、
消
費
拡
大
対
策
を
積
極
的
に

実
施
し
、
秋
田
由
利
牛
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て

は
、
本
荘
地
域
松
ヶ
崎
地
区
で
の

県
営
ほ
場
整
備
事
業
採
択
に
向
け

た
調
査
計
画
を
は
じ
め
、
た
め
池

や
用
排
水
路
な
ど
の
整
備
と
、
国

の
日
本
型
直
接
支
払
制
度
に
よ
る

共
同
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　林
業
で
は
森
林
の
持
つ
公
益
的

機
能
の
維
持
を
図
る
ほ
か
、
木
質

チ
ッ
プ
製
造
機
械
購
入
を
支
援
し

林
家
所
得
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　ま
た
、
と
も
し
び
基
金
を
活
用

し
、
子
ど
も
の
遊
び
場
創
出
や
地

元
産
の
木
を
活
用
し
た
製
品
開
発

に
よ
る
雇
用
の
確
保
な
ど
、
「
地

域
資
源
の
木
材
を
使
っ
た
新
し
い

産
業
の
育
成
」
に
着
手
し
ま
す
。

　水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
港
の

環
境
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
漁

業
者
と
一
体
と
な
っ
て
水
産
資
源

の
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
・
防
災

教
育
・
文
化
・
健
康
福
祉

　緊
急
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線
シ
ス

テ
ム
を
２
カ
年
で
整
備
し
、
全
市

一
斉
に
瞬
時
の
情
報
伝
達
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

　ま
た
、
市
民
一
人
一
人
の
さ
ら

な
る
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
に
、
自
主
防
災
組
織
と
密
接
に

関
わ
り
、
認
識
を
共
有
し
な
が
ら

活
動
を
支
援
し
、
「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

　消
防
署
は
地
域
の
防
災
拠
点
で

す
。
本
年
度
は
西
目
分
署
建
設
工

事
に
着
手
す
る
ほ
か
、
大
内
分
署

の
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

　さ
ら
に
、
消
防
車
両
の
更
新
や

消
防
団
員
へ
の
安
全
装
備
品
の
配

備
、
耐
震
性
貯
水
槽
の
整
備
、
消

防
格
納
庫
の
更
新
な
ど
、
施
設
や

装
備
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

同報系防災行政無線システムで全市へ一斉に

豊
か
な
心
と
感
性
育
み
、
確
か
な
学
力
形
成
へ

藤原友香 さん
（27歳・矢島町立石）

2人目を出産予定

Interview

　1歳3カ月の娘がおり、夏に2人目が生まれます。6カ月か

ら保育園に行っており、育児の相談についてアドバイスを

もらったりして助かっています。結婚前は潟上市在住でし

た。中学生までの医療費が無料で、子育て支援金制度があり、

市の子育て支援は他市よりも充実していますね。木のおも

ちゃで遊べる施設ができれば、行ってみたいと思います。

市の子育て支援は充実していますね　　　

　教
育
に
つ
い
て
は
「
総
合
教
育

会
議
」
の
開
催
や
昨
年
11
月
に
策

定
・
公
表
し
た
「
教
育
に
関
す
る

大
綱
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
密

に
し
、
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
の
柱
の

一
つ
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
愛
を
育

む
次
代
の
人
づ
く
り
」
に
向
け
、

教
育
行
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　健
康
福
祉
に
つ
い
て
は
、
各
種

健
診
受
診
率
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改

善
効
果
が
実
証
さ
れ
た
「
イ
ン
タ

ー
バ
ル
速
歩
」
の
普
及
拡
大
と
合

わ
せ
、
市
民
の
継
続
的
な
健
康
づ

く
り
の
拠
点
と
な
る
「
健
康
の

駅
」
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　母
子
保
健
関
係
で
は
妊
婦
や
乳

幼
児
健
診
、
５
歳
児
健
康
相
談
、

不
妊
治
療
費
助
成
や
ロ
タ
、
成
人

風
し
ん
予
防
接
種
な
ど
の
事
業
の

継
続
に
加
え
、
フ
ッ
化
物
洗
口
事

業
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
取
り
組

み
、
新
た
に
予
定
日
超
過
の
妊
婦

に
対
す
る
健
診
助
成
を
追
加
し
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

の
一
層
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
医
師

確
保
奨
学
資
金
貸
付
制
度
な
ど
に

よ
り
、
医
師
確
保
・
定
着
に
努
め

る
ほ
か
、
中
核
病
院
で
あ
る
由
利

組
合
総
合
病
院
の
充
実
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
市
営
診
療
所
と
巡
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８地域コミュニティー
の
再
生

　お
わ
り
に

一般会計予算総額461億円の内訳

　会計別　　      　予算額(千円 )　

特別会計(13)
国民健康保険　　　　
後期高齢者医療　　　　  
診療所運営　　　　　　  
休日応急診療所運営　　　　    
情報センター　　　　　  
奨学資金　　　　　　　   
下水道事業　　　　　  
集落排水事業　　　　   
簡易水道事業　　　　   
スキー場運営　　　　　  
小友財産区　　　　　　　  
北内越財産区　　　　　　　　
松ヶ崎財産区　　　　　　　 

企業会計(2)
水道事業　　　　　　   
ガス事業　　　　　　  
　　　　

特別会計・企業会計予算

10,546,814
760,395
355,433
10,741
524,585
 75,085

 3,214,803
2,230,795
1,921,895
163,103
1,989
16
 919

3,056,257
 1,650,506

自主財源

依存財源

11,292,803

34,807,197

25％

75％

義務的経費

投資的経費

そ　の　他

21,849,378

7,398,455

16,852,167

47％

16％

37％

歳出

歳入

市税
7,611,001
17％

分担金・使用料等
930,952　2％

繰入金
1,131,658
2％

その他
1,619,192
4％

地方交付税
18,031,245
39％

地方譲与税等
1,866,101
4％

国県支出金
8,808,151
19％

市債
6,101,700
13％

補助費等
3,216,856　7％

扶助費
7,581,064
16％

公債費
6,390,294
14％

普通建設事業費
7,315,451
16％

災害復旧費
83,004
0％

物件費
6,403,927
14％

維持補修費
668,452
1％

貸付金
308,014
1％

繰出金
6,022,441
13％

その他
232,477
1％ 人件費

7,878,020
17％

（千円）

さ
ん

　町
内
会
・
自
治
会
げ
ん
き
ア
ッ

プ
事
業
に
つ
い
て
は
、
話
し
合
い

の
場
づ
く
り
や
事
例
学
習
会
、
視

察
研
修
会
な
ど
を
通
じ
、
地
域
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
実
践
活
動
に
対
す

る
情
報
提
供
の
ほ
か
、
地
域
づ
く

り
推
進
事
業
に
一
定
枠
を
新
た
に

設
け
て
支
援
し
ま
す
。

　ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
つ
い
て

は
、
自
主
的
学
習
の
場
を
設
け
て

議
論
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
取
り

組
み
を
通
じ
「
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

住
民
自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

研
究
を
継
続
し
ま
す
。

　地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
醸
成

と
活
性
化
を
図
り
、
「
市
民
が
主

　
　
　役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

　
　
　
　進
す
る
た
め
に
は
、
市

　
　
　
　
　政
情
報
の
共
有
が
不

　
　
　
　
　
　可
欠
で
す
。
広
報

　
　
　
　
　
　紙
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

　
　
　
　
　
　レ
ビ
、
ホ
ー
ム
ペ

　
　
　
　
　
　ー
ジ
な
ど
を
活
用

　
　
　
　
　し
、
市
の
施
策
事
業

　
　
　
　や
身
近
な
地
域
情
報
の

　
　
　き
め
細
か
な
発
信
に
努
め
、

　親
し
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す

い
広
報
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
に
つ
い
て

は
、
本
荘
と
矢
島
地
域
で
高
速
・

大
容
量
化
を
図
り
ま
す
。

　公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
鳥
海

山
ろ
く
線
や
生
活
バ
ス
路
線
の
維

持
確
保
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
の
運
行
な
ど
に
継
続
し
て
取
り

組
み
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
公

共
交
通
の
実
現
を
関
係
機
関
と
連

携
し
進
め
ま
す
。

　ま
た
、
１
月
か
ら
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　市
で
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

利
用
し
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
、

各
種
証
明
書
の
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
に
着
手
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
全
国
約
４
万
９
千
の

コ
ン
ビ
ニ
店
舗
で
、
年
末
年
始
を

除
き
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
１
月
の
運

用
開
始
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、

カ
ー
ド
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

　市
で
は
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本

条
例
」
を
定
め
、
犯
罪
の
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

「
市
犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金
支
給

条
例
」
を
新
た
に
制
定
し
、
犯
罪

被
害
者
の
さ
ら
な
る
支
援
を
行
い

ま
す
。

　市
民
要
望
や
ご
意
見
に
柔
軟
か

つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

職
員
自
ら
が
市
民
の
皆
さ
ま
と
共

に
汗
を
流
し
、
市
民
感
覚
を
大
切

に
す
る
こ
と
や
自
己
研
鑽
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
市
職
員
の
各
種
研
修

へ
の
参
加
や
派
遣
を
行
い
、
信
頼

さ
れ
る
行
政
を
目
指
し
ま
す
。

　厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
「
市
民
と
共
に
歩
む

市
政
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　平成28年度一般会計予算と主要事業費

目的名　　　　　事業名称　　　　　　　　　事業費
総務費　由利総合庁舎改築事業　　　　　　　　
　　　　大内総合庁舎改築事業　　　　　　　　
　　　　地域資源の木材を使った新しい産業
　　　　の育成事業　　　　　　　　　　　　　    
　　　　鳥海山・飛島ジオパーク構想事業　　　　
　　　　ｽﾎﾟｰﾂ交流連携推進事業(総合防災公園)　 
　　　　住民自治活動支援交付金事業　　　　　 
　　　　地域づくり推進事業　　　　　　　　　 
　　　　町内会・自治会げんきアップ事業　　　　　 
　　　　結婚支援事業　　　　　　　　　　　　　   
　　　　生活バス路線等維持事業　　　　　　　
　　　　コミュニティバス運行事業　　　　　
　　　　由利高原鉄道運営補助事業　　　　　　  
　　　　移動通信用鉄塔整備事業　　　　　　  　
　　　　社会保障・税番号制度事業　　　　　　　
　　　　カダーレでの市主催事業　　　　　　　　　
　　　　文化交流施設(ｶﾀﾞｰﾚ)指定管理委託料　    
　　　　諸証明コンビニ交付サービス事業　　　   
　　　　移住・定住促進事業　　　　　　　　　　 
　　　　参議院議員通常選挙費　　　　　　　　   
　　　　県知事選挙事務費　　　　　　　　　　   
　　　　市長選挙事務費　　　　　　　　　　　   
民生費　介護給付・施設訓練等給付事業　　　   
　　　　障がい者医療費　　　　　　　　　　　   
　　　　地域生活支援事業　　　　　　　　　　 
　　　　生活保護費　　　　　　　　　　　　  
　　　　臨時福祉給付金給付事業　　　　　　　   
　　　　年金生活者等支援臨時福祉給付金
　　　　給付事業　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　生活困窮者等自立支援事業　　　　　　   
　　　　敬老会開催事業　　　　　　　　　　　   
　　　　高齢者祝い金給付事業　　　　　　　　   
　　　　広域分担金(介護保険費)　　　　　　   
　　　　老人クラブ活動費補助事業　　　　　　　 
　　　　全国健康福祉祭あきた大会開催準備事業　 
　　　　広域分担金(老人福祉事務費)　　　　　
　　　　地域密着型介護施設整備事業　　　　　
　　　　介護支援ボランティア事業　　　　　　　
　　　　地域ミニデイサービス活動支援事業　　   
　　　　地域包括支援センター拡充事業　　　　  
　　　　生活支援体制整備事業　　　　　　　　 
　　　　認知症総合支援事業　　　　　　　　　　    
　　　　認知症高齢者等見守り事業　　　　　　　 
　　　　食の自立支援事業　　　　　　　　　　   
　　　　保育所整備等臨時対策基金特別対策事業 
　　　　施設型給付事業(保育所・認定こども園)  
　　　　子育て支援金給付事業　　　　　　　　   
　　　　児童手当給付事業　　　　　　　　　 
　　　　市立保育園運営事業　　　　　　　　　 
　　　　子育て支援センター運営事業　　　　　   
　　　　福祉医療費支給事業　　　　　　　　　 
衛生費　矢島鳥海サテライトセンター整備事業　   
　　　　ごみ減量化推進事業　　　　　　　　　   
　　　　病院群輪番制病院運営事業　　　　　　  
　　　　地域中核病院医療機器整備費補助金　　　
　　　　由利組合総合病院運営費補助事業　　　
　　　　医師確保奨学資金貸付事業　　　　　　　
　　　　母子保健事業　　　　　　　　　　　　
　　　　感染症予防対策事業　　　　　　　　　  
　　　　フッ化物洗口事業(拡大)　　　　　　   　　 
　　　　中学生ピロリ菌抗体検査事業　　　　   　    
　　　　健康の駅推進事業　　　　　　　　　　　　 　

目的名　　　　　事業名称　　　　　　　　　事業費
衛生費　保健センター整備事業　　　　　　　　 
労働費　㈳シルバー人材センター運営事業費補助事業     　
　　　　就業資格取得支援助成事業　　　　　　    
　　　　学卒者地元就職促進事業　　　　　　　       
　　　　雇用の創造事業　　　　　　　　　 　　
農林水　農業夢プラン事業　　　　　 　　　　　
産業費　新規就農者経営開始支援事業　　　　　 
　　　　農業経営発展加速化支援事業　　　　　 
　　　　由利本荘米ブランド支援事業　　　　　  
　　　　園芸メガ団地整備事業　　　　　　  　    
　　　　青年就農給付金業　　　　　　　　　  　
　　　　機構集積協力金交付事業  　　　　　　　
　　　　元気な中山間農業応援事業　　　　　　  
　　　　由利牛振興対策事業　　　　　　　　        
　　　　秋田由利牛肥育振興対策事業　　　　　    
　　　　県営担い手育成基盤整備事業　　　　　   
　　　　県営農村地域防災減災事業　　　　　　   
　　　　農業基盤整備促進事業　　　　　　　　
　　　　多面的機能支払事業　　　　　　　　　
　　　　中山間地域等直接支払交付金事業　　　 
　　　　民有林造林促進事業　　　　　　　　　  
　　　　水と緑の森づく税事業　　　　　　　　   
　　　　木育推進事業　　　　　　　　　　　　    
　　　　地元漁業食材ブランドアップ事業　　　      
　　　　水産物供給基盤機能保全事業　　　　　 
商工費　商工会運営費補助事業　　　　　　　　   
　　　　創業支援補助金　　　　　　 　　　　　    
　　　　地域企業人材高度化育成事業　　　　　　 
　　　　観光協会補助事業　　　　　　　　 　      
　　　　「真田丸」放送記念事業　　　　　　　　　 
　　　　観光誘客促進事業(セールス、事業、補助)　
　　　　あきた未来づくりプロジェクト推進事業  
　　　　八塩いこいの森ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場整備事業　      
　　　　まるごと売り込み事業　　　　　　　　 
　　　　地域おこし協力隊設置事業　　　　　　　
　　　　目指せ１千万！山菜ビジネス事業　　    　

土木費　橋梁点検・長寿命化修繕計画　　　　　　
　　　　橋梁長寿命化修繕　　　　　　　　　　
　　　　由利本荘総合防災公園事業　　　　　 
　　　　羽後本荘駅周辺整備事業　　　　　　　
　　　　住宅リフォーム資金助成事業　　　　　   
消防費　消防防災施設整備事業　　　　　　　　   
　　　　本荘消防署西目分署消防庁舎建設事業　
　　　　消防水利整備事業　　　　　　　　　　   
　　　　非常備消防機械器具等整備事業　　　　  
教育費　西目中学校大規模改修事業 　　　　　　
　　　　大内中学校グラウンド改修事業　　　       
　　　　石沢小学校体育館屋根改修事業　　　　   
　　　　ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙ(小・中)の推進事業　　　　　
　　　　全国ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙ研究大会事業費　　　　 
　　　　(仮称)石沢地区多目的集会施設整備事業  
　　　　民俗芸能伝習拠点施設整備事業　　　　
　　　　大手門温水プール「遊泳館」指定管理　　  

( 千円 )

首
都
圏
企
業
や
地
元
団

体
と
連
携
し
、
「
山
菜

ビ
ジ
ネ
ス
」
を
拡
大

( 千円 )

542,452
186,107

5,470
11,777
18,122
17,805
27,429
738
400

118,302
140,765
80,000
17,677
29,375
6,624

170,000
21,806
12,447
46,660
16,271
10,347

 1,448,283
99,584
114,274
1,284,742
99,161

310,480
16,205
19,677
21,387

1,259,799
8,642
1,750

  107,379
141,839
5,496
 4,403
98,731
 12,175
688
1,995
24,750
231,441
1,959,026
31,020

 1,115,238
673,953
15,542
702,647
93,000
64,482
  19,313
11,981
　20,000
12,800

　66,649
145,919
1,134
2,414
65

35,000
13,500
2,000
429

59,077
69,709
12,127
46,653
 8,131
25,918
20,086
30,780
91,009
 4,299
 1,800
33,370
20,840
 286,780
 379,314
481,635
 21,000
46,610
 1,600
  580

107,147
30,000
5,000
1,000
20,716
1,069
10,048
 26,711
94,270
10,003
4,024
2,000

55,000
106,000
2,219,730
224,848
71,114
51,000
197,280
45,200
 63,680
133,000
57,100
12,587
  3,229
 1,307
116,764
360,598
45,000

！
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市
内
の
各
地
で
お
ひ
な
さ
ま
を

飾
り
、
春
を
感
じ
さ
せ
る
「
町
中

ひ
な
め
ぐ
り
」
が
、
本
荘
・
矢
島
・

岩
城
・
由
利
・
大
内
地
域
の
５
地

域
で
３
月
12
日
か
ら
21
日
に
か
け

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
と
な
っ
た
12
日
は
、
矢
島

駅
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
矢

島
保
育
園
の
園
児
た
ち
に
よ
る
歌

が
披
露
さ
れ
、
由
利
高
原
鉄
道
で

運
行
す
る
「
お
ひ
な
っ
こ
列
車
」

で
ひ
な
め
ぐ
り
に
訪
れ
た
観
光
客

な
ど
を
出
迎
え
ま
し
た
。

　
今
か
ら
１
５
２
年
前
に
購
入
さ

れ
た
享
保
び
な
が
展
示
さ
れ
る「
大

井
家
」
を
訪
れ
た
志
村
民
恵
さ
ん

（
68
歳
・
東
由
利
老
方
）
は
「
今
の

お
ひ
な
さ
ま
と
作
り
に
違
い
が
あ

り
、
品
が
あ
っ
て
す
て
き
。
古
い

も
の
を
大
切
に
す
る
矢
島
の
文
化

を
感
じ
ま
し
た
」
と
話
し
、
展
示

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

小
島
か
は
た
れ

　子
ど
も
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

郷
土
の
文
人
を
た
た
え
て

　
俳
句
や
小
説
な
ど
の
文
芸
活
動

を
行
っ
た
旧
本
荘
町
の
文
人
・
小

島
か
は
た
れ
の
業
績
を
た
た
え
る

と
と
も
に
、
俳
句
を
親
し
ん
で
ほ

各
地
で
お
ひ
な
さ
ま
が
町
を
彩
る

由
利
本
荘
ひ
な
街
道

　「町
中
ひ
な
め
ぐ
り
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

し
い
と
開
催
さ
れ
た
「
小
島
か
は

た
れ
子
ど
も
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
が
３
月
５
日
、
市
内
の

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ン

ク
ー
ル
は
小
島
彼
誰
顕
彰
会
の
主

催
で
、
今
年
で
８
回
目
。
本
市
・

に
か
ほ
市
の
小
学
校
４
〜
６
年
生

か
ら
計
２
８
７
６
句
の
応
募
が
あ

り
、
上
位
の
「
か
は
た
れ
賞
」
な

ど
３
賞
に
各
５
人
、
佳
作
に
10
人

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　「
流
れ
星
　
願
い
を
せ
お
っ
て

　
消
え
て
い
く
」
と
い
う
句
を
詠

み
、
か
は
た
れ
賞
に
選
ば
れ
た

佐
々
木
柊
胡
さ
ん（
西
目
小
５
年
）

は
「
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と
流

れ
星
を
見
た
こ
と
を
思
い
出
し
て

詠
み
ま
し
た
。
昨
年
応
募
し
た
句

は
佳
作
だ
っ
た
の
で
、
上
位
の
賞

に
選
ば
れ
て
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

矢島駅でのオープニングセレモニー

各地でそれぞれのおひなさまが鑑賞されました（左＝大井家、右＝八森苑）

【
各
賞
の
受
賞
者
（
敬
称
略
）】

か
は
た
れ
賞
＝
田
口
俊
也
（
岩
谷
小
６
年
）、
佐
藤
亜
胡
（
新
山
小
４
年
）、

齋
藤
珠
吏
（
鶴
舞
小
６
年
）、
佐
々
木
臣
（
西
目
小
４
年
）、
佐
々
木
柊
胡

（
西
目
小
５
年
）

北
陽
賞
＝
本
間
有
彩
（
新
山
小
６
年
）、
阿
部
賢
慎
（
鶴
舞
小
４
年
）、
尾

形
大
夢
（
尾
崎
小
５
年
）、
佐
藤
夏
鈴
（
尾
崎
小
６
年
）、
木
内
風
夏
（
西

目
小
４
年
）

銀
河
賞
＝
石
塚
洸
（
西
目
小
５
年
）、
桐
生
愛
菜
（
西
目
小
５
年
）、
佐
々

木
彩
音
（
平
沢
小
５
年
）、
佐
々
木
優
来
（
上
川
大
内
小
４
年
）、
伊
藤
聖

心
（
上
川
大
内
小
４
年
）

学
校
賞
＝
上
川
大
内
小
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市
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
を
目
的

に
、
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
。
そ
の
目
玉
の
一
つ
と

川
村
さ
ん
、
大
好
き
な
列
車
を
独
り
占
め

「
ふ
る
さ
と
納
税
列
車
」
第
１
号
が
運
行

Event  and  Sports

滑
っ
て
、
漕
い
で
、
走
っ
て

　
雪
国
の
冬
を
楽
し
も
う
と
、
第

１
回
鳥
海
高
原
雪
上
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
（
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
サ

イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
）
が

３
月
12
日
に
南
由
利
原
ス
ノ
ー

　
３
月
13
日
、
大
内
地
域
の
春
の

風
物
詩
で
あ
る
長
坂
稲
荷
神
社
梵

天
ま
つ
り
が
同
神
社
境
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
交
通
事
故
に
遭
わ
ず
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
」

市
内
小
学
校
新
１
年
生
に
黄
色
い
帽
子
を
贈
呈

　
交
通
安
全
に
気
を
付
け
元
気
に
学
校
生
活
を
ス
タ
ー

ト
し
て
ほ
し
い
と
、
由
利
本
荘
地
区
交
通
安
全
協
会
・

青
少
年
育
成
由
利
本
荘
市
民
会
議
本
荘
支
部
か
ら
市
内

小
学
校
の
新
１
年
生
６
３
４
人
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
認

識
し
や
す
い
「
黄
色
い
帽
子
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

帽
子
の
贈
呈
は
今
年
で
９
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
３
月
10
日
、
教
育
委
員
会
事
務
局
で
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
遠
藤
誠
助
同
協
会
会
長
・
同
会
議
支
部
長
、
渡
辺

正
史
同
会
議
副
支
部
長
か
ら
佐
藤
悠
満
さ
ん
と
加
川
麗

愛
さ
ん（
と
も
に
西
目
幼
稚
園
。
春
か
ら
西
目
小
入
学
）

に
帽
子
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
道
の
入
り
口
で
は
若
衆
が
梵

天
歌
を
披
露
し
気
勢
を
上
げ
た

後
、
神
社
の
境
内
へ
。
下
川
大
内

保
育
園
と
下
川
大
内
小
学
校
、
大

内
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
梵
天

奉
納
に
続
き
、
町
内
会
や
事
業
所

か
ら
出
た
若
衆
が
色
と
り
ど
り
の

梵
天
を
担
ぎ
な
が
ら
、
次
々
と
社

殿
に
突
入
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
訪
れ
た
と
い
う
三
船
幸

雄
さ
ん
（
60
歳
・
鳥
海
町
下
川
内
）

は
「
想
像
以
上
の
迫
力
に
驚
き
ま

し
た
。
来
年
も
ま
た
来
ま
す
」
と

興
奮
し
た
様
子
で
話
し
ま
し
た
。

し
て
、
昨
年
10
月
に
新
た
に
用
意
さ
れ
た
由
利
高
原
鉄

道
・
鳥
海
山
ろ
く
線
の
列
車
を
貸
し
切
っ
た「
ふ
る
さ
と

納
税
列
車
」
が
３
月
12
日
に
初
め
て
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
乗
車
し
た
の
は
大
の
電
車
好
き
と
い
う
川
村
高
志
さ

ん
（
67
歳
・
千
葉
県
）。
３
年
前
、
由
利
高
原
鉄
道
の

こ
と
を
知
り
そ
の
魅
力
に
ひ
か
れ
、
同
鉄
道
の
東
京
応

援
部
長
も
務
め
て
い
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
納
税
列
車
」

の
こ
と
を
知
り
10
万
円
の
寄
付
を
し
た
川
村
さ
ん
は
、

列
車
を
い
つ
か
貸
し
切
り
に
し
て
み
た
い
、
と
い
う
夢

を
持
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
当
日
は
川
村
さ
ん
の
名
前
が
記
さ
れ
た
ヘ
ッ
ド
マ
ー

ク
を
付
け
た
列
車
が
羽
後
本
荘
駅
に
用
意
さ
れ
、
川
村

さ
ん
を
乗
せ
矢
島
駅
ま
で
片
道
運
行
。
車
窓
か
ら
見
え

る
鳥
海
山
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
川
村
さ
ん
は
「
夢
が
叶

い
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
由
利
高
原
鉄
道
に
は
末
永

く
活
躍
し
て
ほ
し
い
」と
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

第
１
回
鳥
海
高
原
雪
上
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

モ
ー
ビ
ル
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

個
人
17
人
と
３
チ
ー
ム
９
人
の
合

計
26
人
が
参
加
。
そ
り
、自
転
車
、

ラ
ン
で
先
着
を
競
い
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
普
段
慣
れ
な
い
雪

上
で
の
自
転
車
走
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
全
員

が
完
走
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
工
藤
直
光
さ
ん
（
43

歳
・
に
か
ほ
市
）
は
「
冬
場
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
目
標
に
も
な
る
の

で
い
い
大
会
。
ま
た
来
年
も
開
催

し
て
ほ
し
い
」
と
息
を
切
ら
し
な

が
ら
話
し
ま
し
た
。

五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全
を
祈
願
し
、
迫
力
の
梵
天
合
戦

長
坂
稲
荷
神
社
梵
天
ま
つ
り


